
【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】 

 

以
善
会
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
の
午
前
に
松
ヶ
岡
に
集
ま
り
、
松
ヶ
岡
に
関

わ
る
歴
史
、
建
築
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
、
資
料
整
理
を
行
っ
た
り
報
告
会
（「
松
ヶ
岡

も
の
が
た
り
」）
を
開
催
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
た
び
掛
川

市
の
『
Ｗ
ｅ
ｂ
版
松
ヶ
岡
』
に
「
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
、
勉
強
の
成
果
を
随
時

載
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

メ
ン
バ
ー
は
現
在
十
人
程
度
で
、
会
費
・
規
約
な
ど
は
な
い
自
由
な
集
り
で
す
。
歴

史
分
野
だ
け
で
み
て
も
近
世
（
掛
川
藩
政
、
儒
学
、
商
業
・
金
融
な
ど
）、
近
代
（
地
方

政
治
、
金
融
、
地
主
制
な
ど
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
研
究
し

た
い
方
や
勉
強
し
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

以
善
会
と
い
う
名
称
は
、
山
崎
家
の
住
宅
あ
る
い
は
書
斎
を
「
以
善
堂
」
と
称
し
た

こ
と
に
ち
な
み
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
の
第
一
弾
と
し
て
、「
以
善
堂
」
と
い
う
名
称
の
由
来

に
つ
い
て
の
考
察
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、「
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
会
と
し
て
の
見
解
を
発
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
の
見
方
で
あ
り
、
文
責
は
筆
者
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
以
善
堂
」
の
由
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
山
正
清 

一
、「
以
善
堂
」
と
は 

 

江
戸
時
代
に
豪
商
と
し
て
栄
え
た
山
崎
家
の
第
四
代
当
主
で
あ
る
万
右
衛
門（
晨
園
、

一
七
七
四
～
一
八
二
九
年
）
は
学
問
に
も
深
い
関
心
を
寄
せ
、
儒
者
で
掛
川
藩
校
教
授

を
勤
め
た
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）
と
も
親
交
を
結
び
ま
し
た
。
晨
園
と

い
う
号
が
、
朱
子
学
を
大
成
し
た
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
年
）
の
詩
「
澆
花
」

に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と
は
、
慊
堂
が
記
し
た
「
晨
園
記
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

で
は
、
以
善
堂
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
松
ヶ
岡
所
蔵
の
「
義
人
之
正
路
也
」
と
書
い

た
扁
額
に
は
「
戊
子 

以
善
堂
主
人
書
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
戊
子
は
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
で
、
晨
園
の
晩
年
の
も
の
で
す
。
こ
れ
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
「
夫
仁
者

天
之
尊
爵
也
人
之
安
宅
也
」
の
扁
額
に
も
「
以
善
堂
主
人
書
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
晨
園
が
自
邸
ま
た
は
そ
の
書
斎
を
以
善
堂
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

晨
園
の
頃
は
山
崎
家
の
邸
宅
は
掛
川
城
下
の
西
町
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
六
代



目
万
右
衛
門
の
時
代
に
現
在
の
西
南
郷
の
地
に
移
転
し
た
の
で
す
が
、
移
転
し
た
後
も

や
は
り
「
以
善
堂
」
と
称
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
掛
川
の
三
原
屋
清
助
が
「
以
善
堂
聚
珍
」
つ
ま
り
以
善

堂
が
収
集
し
た
書
籍
の
う
ち
『
名
数
課
童
編
』（
曽
我
廻
渓
著
）
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
以
善
堂
蔵
書
目
録
』
の
表
紙
に
は
「
山
崎
晨
園
」

と
記
さ
れ
て
い
て
多
く
の
儒
学
関
係
の
書
籍
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、『
報
徳
記
』『
西
洋

事
情
』『
静
岡
県
誌
』
な
ど
明
ら
か
に
晨
園
の
死
去
以
降
の
書
籍
の
名
前
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
か
ら
、
晨
園
の
蔵
書
を
中
心
に
そ
れ
以
降
の
山
崎
家
の
蔵
書
も
合
わ
せ
た
目
録
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
書
家
の
日
下
部
鳴
鶴
（
一
九
三
八
～
一
九
二
二
年
）
が
甲
申
（
明
治
十

七
年
）
に
書
い
た
「
白
水
能
清
得
月
寄
」
で
始
ま
る
漢
詩
に
は
「
以
善
堂
主
人
一
粲
」

（
以
善
堂
主
人
が
白
い
歯
を
見
せ
て
笑
う
）
の
句
が
あ
り
ま
す
。
明
治
十
七
年
（
一
八

八
四
）
と
い
え
ば
山
崎
家
の
当
主
は
千
三
郎
で
あ
り
、
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
「
以
善
堂
主

人
」
は
千
三
郎
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、「
以
善
堂
」
の
名
前
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

松
ヶ
岡
に
は
朝
廷
儒
者
の
伏
原
宣
明
（
一
七
九
〇
～
一
八
六
三
）
が
書
い
た
「
以
善
堂
」

の
扁
額
が
あ
り
ま
す
が
、歴
代
当
主
の
書
斎
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

二
、「
以
善
」
の
意
味 

 

さ
て
、「
以
善
」
は
ど
ん
な
意
味
な
の
か
、
善
を
も
っ
て
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の

で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
儒
学
の
経
典
に
出
典
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

諸
橋
轍
次
著
『
中
国
古
典
名
言
事
典
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
で
「
以
善
」
ま
た
は
そ

れ
に
近
い
語
が
含
ま
れ
る
言
葉
は
、
①
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
「
楽
下

取
二

於
人
一

以
為

上
レ

善
」
②
『
孟
子
』
滕
文
公
上
の
「
教
レ

人
以
レ

善
、
謂
二

之
忠
一

」
③
『
孟
子
』
離
婁

下
の
「
以
レ

善
服
レ

人
者
、
未
レ

有
二

能
服
レ

人
者
一

也
。
以
レ

善
養
レ

人
、
然
後
能
服
二

天

下
一

」
④
『
大
学
』
伝
十
章
の
「
善
以
為
レ

宝
」
⑤
『
小
学
』
外
篇
嘉
言
の
「
勿
下

以
二

悪

小
一

而
為
上
レ

之
、
勿
下

以
二

善
小
一

而
不
上
レ

為
」
⑥
『
荀
子
』
修
身
篇
の
「
以
レ

善
先
レ

人

者
、
謂
二

之
教
一

」
―
の
五
つ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
同
書
収
載
順
）。 

出
典
の
候
補
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
を
挙
げ
ま
し
た
。
○

の
個
所
は
筆
者
の
感
想
で
す
。 



 

ア
、『
孟
子
』「
楽
下

取
二

於
人
一

以
為
上
レ

善
」 

 

『
孟
子
』
は
『
論
語
』『
大
学
』『
中
庸
』
と
と
も
に
四
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
性

善
説
を
唱
え
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
江
戸
時
代
の
儒
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
朱
熹
や
王
陽
明
も
『
孟
子
』
を
重
ん
じ
ま
し
た
。
山
崎
晨
園
の
書
い
た
扁
額
の
「
義

人
之
正
路
也
」
と
「
夫
仁
者
天
之
尊
爵
也
人
之
安
宅
也
」
は
、
と
も
に
『
孟
子
』
に
出

て
く
る
言
葉
で
、
晨
園
が
『
孟
子
』
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

ま
ず
、「
楽
下

取
二

於
人
一

以
為
上
レ

善
」
で
す
が
、
こ
の
条
で
は
こ
の
後
に
も
「
以
為

善
」
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
は
岩
波
文
庫
版
か
ら
当
該
個
所

の
全
文
を
引
用
し
ま
す
（
カ
ッ
コ
内
は
振
り
仮
名
）。 

【
書
き
下
し
文
】
孟
子
曰
く
、
子
路
（
し
ろ
）
は
人
之
に
告
ぐ
る
に
其
の
過
（
あ
や
ま
）

ち
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
喜
べ
り
。
禹
（
う
）
は
善
言
を
聞
け
ば
、
則
ち
拝
せ
り
。
大

舜
（
た
い
し
ゅ
ん
）
は
焉
（
こ
）
れ
よ
り
大
な
る
も
の
有
り
。
善
（
よ
）
き
こ
と
人
と

同
じ
け
れ
ば
、
己
（
お
の
れ
）
を
舎
（
す
）
て
て
人
に
従
い
、
人
に
取
り
て
以
て
善
を

為
（
な
）
す
を
楽
し
め
り
。
耕
稼
陶
漁
（
こ
う
か
と
う
ぎ
ょ
）
よ
り
、
以
て
帝
（
て
ん

し
）
と
為
（
な
）
る
に
至
る
ま
で
、
人
に
取
る
に
非
（
あ
ら
）
ざ
る
者
な
か
り
き
。
諸

（
こ
れ
）
を
人
に
取
り
て
以
て
善
を
為
す
は
、
是
れ
人
と
〔
共
に
〕
善
を
為
す
者
な
り
。

故
に
君
子
は
人
と
〔
共
に
〕
善
を
為
す
よ
り
大
な
る
は
な
し
。 

【
現
代
語
訳
】
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
孔
子
の
門
人
子
路
は
自
分
の
気
づ
か
ぬ
過
ち
を
忠

告
さ
れ
る
と
た
い
へ
ん
悦
ん
だ
。
ま
た
聖
人
と
い
わ
れ
た
夏
の
禹
王
は
他
人
か
ら
善
い

こ
と
ば
を
き
く
と
、〔
尊
い
身
分
を
も
忘
れ
て
〕
思
わ
ず
『
あ
り
が
と
う
』
と
頭
を
下
げ

ら
れ
た
〔
と
い
う
こ
と
だ
〕。
と
こ
ろ
が
、
帝
舜
に
な
る
と
こ
の
二
人
よ
り
も
い
っ
そ
う

偉
大
で
あ
っ
た
。
善
い
こ
と
な
ら
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
行
な
う

の
で
、
も
し
も
他
人
に
善
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ド
ン
ド
ン
取
り
入
れ
て
は
す
ぐ
さ
ま
実

行
に
う
つ
し
た
。
こ
う
し
て
他
人
の
善
を
学
び
と
っ
て
は
、
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
実
行
す

る
の
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
歴
山
（
れ
き
ざ
ん
）
で
農
業
を
し
た
り
、
黄
河
の
辺
り

で
陶
器
を
つ
く
っ
た
り
、
雷
沢
（
ら
い
た
く
）
で
漁
業
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、〔
後
に

帝
堯
（
ぎ
ょ
う
）
の
譲
り
を
受
け
て
〕
遂
に
天
子
と
な
っ
て
か
ら
も
、
い
つ
で
も
そ
う

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
他
人
の
善
を
学
び
と
っ
て
は
す
ぐ
実
行
に
う
つ
す
の
は
、

つ
ま
り
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
善
を
行
な
う
と
い
う
も
の
。
だ
か
ら
、
君
子
の
徳
と
し
て
こ



れ
よ
り
偉
大
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
」。 

○
誤
り
を
指
摘
さ
れ
れ
ば
素
直
に
受
け
入
れ
た
り
、
善
い
言
葉
を
喜
ぶ
こ
と
も
大
切
だ

が
、
他
人
の
善
行
を
学
び
ま
わ
り
の
人
も
巻
き
込
ん
で
実
行
す
る
こ
と
が
最
も
偉
大
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

イ
、『
孟
子
』「
教
レ

人
以
レ

善
、
謂
二

之
忠
一

」 

 

こ
れ
も
前
後
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
岩
波
文
庫
版
か
ら
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
を
引

用
し
ま
す
。 

【
書
き
下
し
文
】
人
に
分
つ
に
財
を
以
て
す
る
、
之
を
恵
（
け
い
）
と
謂
（
い
）
い
、

人
に
教
う
る
に
善
を
以
て
す
る
、
之
れ
を
忠
と
謂
い
、
天
下
の
為
に
人
を
得
る
、
之
を
仁

と
謂
う
。 

【
現
代
語
訳
】
人
に
財
物
を
や
る
こ
と
を
恵
と
い
い
、
人
に
善
を
教
え
る
こ
と
を
忠
と

い
い
、天
下
の
た
め
に
立
派
な
人
材
を
得
る
こ
と
を
仁
と
い
い
、〔
こ
れ
ら
三
つ
の
中
で
、

最
も
尊
く
て
難
し
い
の
が
仁
で
あ
る
。〕 

○
「
教
レ

人
以
レ

善
、
謂
二

之
忠
一

」
は
、
人
材
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
文
脈

で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
以
善
堂
」
の
出
典
と
は
見
な
し
難
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

ウ
、『
孟
子
』「
以
レ

善
服
レ

人
者
、
未
レ

有
二

能
服
レ

人
者
一

也
。
以
レ

善
養
レ

人
、
然
後
能

服
二

天
下
一
」 

 

以
下
は
『
中
国
古
典
名
言
事
典
』
か
ら
の
引
用
で
す
。 

【
書
き
下
し
文
】
善
を
以
て
人
を
服
す
る
者
は
、
未
だ
能
く
人
を
服
す
る
者
あ
ら
ざ
る
な

り
。
善
を
以
て
人
を
養
い
、
然
（
し
か
）
る
後
能
く
天
下
を
服
す
。 

【
現
代
語
訳
】
こ
と
ば
や
議
論
で
「
か
く
か
く
の
も
の
は
善
だ
か
ら
行
え
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
で
人
を
心
服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
善
行
を
積

み
、
善
政
を
行
な
い
、
十
分
に
人
を
教
養
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
人
は
心
服
す
る
の
で
あ

る
。 

（
※
文
中
の
「
教
養
し
て
こ
そ
」
の
個
所
は
、
岩
波
文
庫
版
『
孟
子
』
で
は
「
教

え
導
き
感
化
し
て
ゆ
け
ば
」
と
訳
し
て
い
ま
す
） 

○
口
先
だ
け
で
は
人
は
つ
い
て
こ
な
い
。
率
先
し
て
実
行
し
、
さ
ら
に
丁
寧
に
教
え
導

く
こ
と
で
、
初
め
て
人
は
つ
い
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
山
本
五
十
六
海
軍

大
将
の
「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
ほ
め
て
や
ら
ね
ば
、
人



は
動
か
じ
」と
い
う
有
名
な
言
葉
は
、『
孟
子
』の
こ
の
個
所
が
出
典
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

エ
、『
大
学
』「〈
楚
書
曰
、
楚
国
無
二

以
為
一
レ

宝
、
惟
〉
善
以
為
レ

宝
」 

 

『
大
学
』
は
「
天
下
国
家
の
政
治
も
そ
の
根
本
は
一
身
の
修
養
に
あ
る
こ
と
を
説
く
」

（
岩
波
文
庫
『
大
学
・
中
庸
』
表
紙
の
文
）
と
さ
れ
、
薪
を
背
負
っ
た
二
宮
金
次
郎
の

像
が
読
ん
で
い
る
の
も
『
大
学
』
で
す
。
松
ヶ
岡
に
は
儒
学
や
詩
文
に
優
れ
た
公
卿
日

野
資
愛
（
一
七
八
〇
～
一
八
四
六
）
が
「
善
宝
」
と
書
い
た
扁
額
が
あ
り
ま
す
が
、『
大

学
』
の
こ
の
個
所
が
出
典 

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

『
中
国
古
典
名
言
事
典
』
の
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
は
次
の
通
り
。 

【
書
き
下
し
文
】
善
以
て
宝
と
為
す
。 

【
現
代
語
訳
】
楚
の
国
史
に
よ
れ
ば
、
楚
国
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
宝
と
す
る
も
の
は

ほ
か
に
な
い
。
も
し
あ
り
と
す
れ
ば
そ
れ
は
た
だ
善
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
、
と

あ
る
。 

○
岩
波
文
庫
版
『
大
学
・
中
庸
』
で
は
こ
の
個
所
に
注
し
て
、
楚
が
晋
か
ら
白
玉
の
装

身
具
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
と
、
重
臣
は
「（
白
玉
を
）
宝
と
な
さ
ず
。
楚
の
宝
と
す
る
所

は
観
射
父
（
と
い
う
賢
人
）
で
あ
る
」
と
答
え
た
と
い
う
『
国
語
』
楚
語
の
話
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。 

 

豊
臣
秀
吉
が
有
力
大
名
を
集
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
慢
の
宝
物
を
尋
ね
た
と
き
、
徳
川

家
康
が
「
田
舎
大
名
な
の
で
自
慢
す
る
ほ
ど
の
宝
物
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
た
め

に
は
命
を
捨
て
る
の
も
い
と
わ
な
い
五
百
騎
ば
か
り
の
家
臣
が
い
ま
す
」
と
答
え
た
と

い
う
逸
話
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

 

オ
、『
小
学
』「
勿
下

以
二

悪
小
一

而
為
上
レ

之
、
勿
下

以
二

善
小
一

而
不
上
レ

為
」 

 

『
小
学
』
は
儒
学
の
初
学
者
の
た
め
、
朱
子
の
指
導
の
下
に
門
人
の
劉
子
澄
が
編
纂

し
た
も
の
で
す
。
晨
園
も
当
然
、『
小
学
』
を
学
び
親
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。『
中
国

古
典
名
言
事
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

【
書
き
下
し
文
】
悪
小
な
る
を
以
て
之
（
こ
）
れ
を
為
（
な
）
す
こ
と
勿
（
な
か
）
れ
、

善
小
な
る
を
以
て
為
さ
ざ
る
こ
と
勿
れ
。 

【
現
代
語
訳
】
た
と
え
小
さ
い
悪
事
で
も
、
悪
事
は
い
っ
さ
い
し
て
は
な
ら
な
い
。
善
事



は
小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
や
ら
ず
に
お
く
こ
と
は
い
け
な
い
。 

○
さ
ら
に
意
訳
す
れ
ば
、「
悪
い
と
わ
か
っ
て
い
た
な
ら
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
し

て
は
い
け
な
い
。
善
い
こ
と
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
面
倒
く
さ
が
っ
た
り
恥
ず

か
し
が
っ
た
り
し
な
い
で
実
行
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
簡

単
な
よ
う
で
い
て
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
言
葉
は
、
も
と
は
正
史
『
三
国
志
』
に
あ
り
ま
す
。
蜀
漢
の
皇
帝
劉
備
が
臨
終

に
当
た
り
、
息
子
で
後
継
者
の
劉
禅
に
残
し
た
言
葉
で
す
。
劉
禅
は
結
局
、
魏
に
降
伏

し
て
蜀
を
滅
亡
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

カ
、『
荀
子
』「
以
レ

善
先
レ

人
者
、
謂
二

之
教
一

」 

 

『
孟
子
』
の
性
善
説
に
対
し
、
性
悪
説
で
有
名
な
『
荀
子
』
で
す
。「
以
善
先
人
者
、

謂
之
教
」
に
は
長
い
続
き
が
あ
り
ま
す
が
、
善
・
不
善
に
関
す
る
個
所
を
『
新
釈
漢
文

大
系
』（
明
治
書
院
）
の
『
荀
子
』
か
ら
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
を
引
用
し
ま
す
。 

【
書
き
下
し
文
】
善
を
以
て
人
に
先
（
さ
き
だ
）
つ
者
は
、
之
（
こ
れ
）
を
教
と
謂
（
い
）

ひ
、
善
を
以
て
人
に
和
す
る
者
は
、
之
を
順
と
謂
ひ
、
不
善
を
以
て
人
に
先
つ
者
は
、
之

を
諂
（
か
ん
）
と
謂
ひ
、
不
善
を
以
て
人
に
和
す
る
者
は
、
之
を
諛
（
ゆ
）
と
謂
ふ
。 

【
現
代
語
訳
】
人
の
先
に
立
っ
て
善
を
唱
え
行
な
う
の
を
教
と
言
い
、
人
に
賛
成
し
協
和

し
て
善
を
己
も
唱
え
行
な
う
の
を
順
と
言
い
、
こ
れ
に
反
し
て
、
人
に
先
だ
ち
導
い
て

不
善
を
行
な
う
の
を
人
を
悪
に
お
と
し
い
れ
る
と
言
い
、
人
の
行
な
い
に
和
し
て
不
善

を
行
な
う
の
を
人
に
へ
つ
ら
う
と
い
う
。 

○
晨
園
が
と
く
に
『
荀
子
』
に
親
し
ん
だ
と
い
う
徴
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
参
考
ま
で

に
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
。 

 
 キ

、
結
論 

 

晨
園
が
孟
子
の
言
葉
を
扁
額
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
孟
子
』
の
ア
、
ウ
の
ど
ち

ら
か
が
出
典
の
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、『
小
学
』
は
晨
園
も
幼
い
頃
に
親
し

ん
だ
は
ず
で
、
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
も
『
小
学
』
か
ら
採
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
オ
も

捨
て
が
た
く
思
い
ま
す
。 

 

『
中
国
古
典
名
言
事
典
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
言
葉
が
出
典
か
も
し
れ
ず
、
結
論
を

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
言
葉
も
簡
単
そ
う
で
い
て
実



践
は
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
、「
以
善
堂
」
と
名
付
け
た
晨
園
の
心
構
え
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

三
、「
善
」
と
は 

 

儒
学
の
古
典
な
ど
に
は
、
善
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
検
討
し
た
も
の
は
な
い
よ
う

で
す
。こ
こ
で
は
、孟
子
が
性
善
説
を
論
証
す
る
た
め
に
説
い
て
い
る
く
だ
り（『
孟
子
』

公
孫
丑
上
）
を
、
金
谷
治
著
『
孟
子
』（
岩
波
新
書
）
か
ら
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

今
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼
児
が
井
戸
に
落
ち
こ
も
う
と
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

と
す
る
。
だ
れ
で
も
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
同
情
心
に
か
ら
れ
て
駆
け
だ
す
に
ち

が
い
な
い
。
そ
れ
は
幼
児
の
親
と
交
際
し
た
い
か
ら
で
は
な
く
、
村
の
仲
間
に
ほ

め
ら
れ
た
い
か
ら
で
も
な
く
、
助
け
な
か
っ
た
場
合
の
非
難
を
恐
れ
て
そ
う
し
た

の
で
も
な
い
。
ま
っ
た
く
の
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
こ
の

じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
同
情
心
が
な
い
者
は
人
間
で
は
な
い
。
羞
恥
心
の
な
い
者

も
人
間
で
は
な
い
。
謙
譲
心
の
な
い
者
も
人
間
で
は
な
い
。
善
悪
の
分
別
心
の
な

い
者
も
人
間
で
は
な
い
。（
後
略
） 

 
 

「
じ
っ
と
お
れ
な
い
同
情
心
」
は
、『
孟
子
』
原
文
で
は
「
不
忍
人
之
心
」（
人
に
忍

び
ざ
る
の
心
）
と
い
う
有
名
な
言
葉
で
す
。
人
は
だ
れ
で
も
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」

な
ど
を
も
っ
て
い
る
の
で
、人
間
の
性
質
は
本
来
、善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

四
、「
以
善
堂
」
の
扁
額 

松
ヶ
岡
に
あ
る
「
少
納
言
清
原
宣
明
」
筆
の
「
以
善
堂
」
の
扁
額
に
つ
い
て
み
て
み

ま
し
ょ
う
。
清
原
宣
明
の
清
原
は
藤
原
、
源
な
ど
と
同
じ
く
本
姓
で
、
伏
原
宣
明
の
こ

と
で
す
。
伏
原
家
は
代
々
明
経
博
士
に
任
じ
ら
れ
天
皇
家
や
公
家
に
儒
学
を
講
じ
る
儒

家
で
、
正
二
位
に
昇
る
公
家
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

宣
明
も
儒
学
を
講
じ
た
の
で
す
が
、
堀
河
康
親
の
二
男
周
丸
（
後
の
岩
倉
具
視
）
は

僧
侶
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
宣
明
が
そ
の
優
れ
た
能
力
を
見
抜
い
て
岩
倉
家
の

養
子
と
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。『
岩
倉
公
実
記
』
の
当
該
個
所
を
現

代
語
訳
し
て
紹
介
し
ま
す
。 



  

岩
倉
具
視
は
周
丸
と
名
乗
っ
て
い
た
幼
い
と
き
、
伏
原
宣
明
に
入
門
し
て
学
ん
だ
。

『
春
秋
左
伝
』
の
輪
講
の
と
き
に
学
生
た
ち
は
皆
、
書
物
を
持
っ
て
講
堂
に
集
ま
っ
た

が
、
周
丸
は
ま
だ
寮
に
い
て
、
出
席
し
よ
う
と
す
る
友
人
を
引
き
留
め
、
将
棋
の
駒
を

懐
か
ら
出
し
て
「
勝
負
し
よ
う
」
と
誘
っ
た
。 

友
人
が
「
君
は
無
用
の
遊
び
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
な
ぜ
学
問
に
励
も
う
と
し
な

い
の
か
」
と
な
じ
る
と
、
周
丸
は
笑
っ
て
「『
春
秋
』
の
大
意
は
も
う
理
解
し
て
い
る
。

一
言
一
句
を
穿
鑿
し
て
無
用
の
労
力
を
費
や
す
よ
り
、
将
棋
で
知
略
を
磨
い
た
方
が
い

い
」
と
答
え
た
。 

宣
明
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
周
丸
は
す
ご
い
麒
麟
児
（
優
れ
た
少
年
）
だ
と
感
じ
、
天

保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
岩
倉
具
慶
宅
に
赴
き
「
あ
な
た
は
ま
だ
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
の
で
養
子
を
考
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
堀
河
周
丸
と
い
う
十
三
、

四
歳
の
童
子
が
い
ま
す
が
、
そ
の
挙
動
は
普
通
の
子
供
と
異
な
っ
て
い
て
、
成
長
し
た

ら
有
用
の
人
物
と
な
り
ま
す
。
こ
の
子
を
養
子
と
す
れ
ば
岩
倉
家
は
大
い
に
繁
栄
す
る

で
し
ょ
う
」
と
勧
め
た
。 

具
慶
と
宣
明
は
ふ
だ
ん
か
ら
仲
が
良
か
っ
た
が
、
宣
明
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
入
れ

た
具
慶
は
堀
河
康
親
の
も
と
に
行
っ
て
周
丸
を
養
子
に
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
。
周
丸

は
既
に
尊
超
親
王
の
稚
児
と
な
る
約
束
だ
っ
た
の
で
、
康
親
は
「
少
し
考
え
さ
せ
て
く

れ
」
と
答
え
た
。
翌
年
に
な
っ
て
具
慶
が
再
び
康
親
に
申
し
入
れ
る
と
、
康
親
は
周
丸

を
具
慶
の
養
子
に
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。 

 

 

宣
明
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
け
れ
ば
周
丸
は
尊
超
親
王
の
弟
子
の
僧
に
な
っ
て
い
て
、

幕
末
維
新
期
の
英
雄
岩
倉
具
視
は
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
宣
明
は
晩
年
、
祐
宮
（
後
の
明
治
天
皇
）
の
読
書
師
範
を
勤
め
ま
し
た
。『
明

治
天
皇
紀
』
に
よ
る
と
、
初
め
て
祐
宮
に
読
書
指
導
し
た
の
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

で
祐
宮
八
歳
、
宣
明
七
十
歳
（
年
齢
は
数
え
）
で
し
た
。
こ
の
と
き
宣
明
は
『
孝
経
』

の
一
節
を
三
度
読
ん
で
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
『
大
学
』『
中
庸
』『
論
語
』
も
講
義

し
て
い
ま
す
。
宣
明
の
死
（
一
八
六
三
年
）
後
は
息
子
の
宣
諭
が
『
論
語
』
な
ど
を
講

じ
ま
し
た
。 

宣
明
が
扁
額
の
文
字
を
書
い
た
の
は
少
納
言
の
と
き
で
、
宣
明
が
少
納
言
だ
っ
た
の



は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
明
経
博
士
に
な
る
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
ま
で
で

す
か
ら
、
こ
の
頃
は
ま
だ
儒
学
の
大
家
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
伏
原

家
は
代
々
の
朝
廷
儒
者
で
あ
り
、
宣
明
も
そ
の
う
ち
に
明
経
博
士
と
し
て
儒
学
を
講
じ

る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
晨
園
が
何
ら
か
の
伝
手
を
頼
っ
て
宣
明
に
「
以
善
堂
」
と

書
い
て
も
ら
っ
た
の
は
、
若
き
儒
者
と
し
て
宣
明
の
名
声
が
関
係
者
の
間
で
既
に
知
ら

れ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
の
行
幸
で
明
治
天
皇
が
松
ヶ
岡
に
泊
ま
っ
た
と
き
、「
以

善
堂
」
の
扁
額
が
掛
か
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
天
皇
は
思
い
が
け
な
い
場
所
で
幼
い
頃

の
恩
師
の
名
前
を
見
つ
け
て
、
い
っ
と
き
感
慨
に
ふ
け
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
了
） 


